
 

令和５年度 事業計画 

Ⅰ．運営基本方針 

高等学校コンソーシアム京都では、インターンシップの推進、社会人講師や大学教員の招聘な

ど、産業界と高等学校との連携、大学と高等学校の連携を中核的事業として、京都市立高等学校

で学ぶ生徒の勤労観・職業観や進路意識の高揚、アントレプレナーシップの涵養を目指し、その

時代に応じた「産学公」連携を推進してきました。 

2 年前から、当コンソーシアムの役割を見直しつつ、役割に沿った事業や取組を多機関との 

協働をすすめながら、新たな学びの場を創出し、各校の目指す「社会に開かれた教育課程」注ⅰ  

が実現できるよう支援の取組をすすめています。 

今年度も、多機関との連携をすすめるとともに、連携の幅を拡げて、これまでの事業、取組 

をブラッシュアップし、市立高校各校での教育活動、キャリア教育、探究活動の取組・実践が 

さらに深めることができるよう、さまざまな形で支援したいと考えています。 

今年度の重点項目は、次のＡ～Ｃの 3 つです。 

Ａ．社会と連携・協働した活動を通して、生徒が新たな気づきや学びが生まれてくる機会や情 

報を提供する。 

Ｂ．市立高校間での探究的活動や外部連携事業などの情報共有や連携を推進する。 

Ｃ．市立高校と外部をつなぐ支援拠点となるよう取組を重ねる。 

   注ⅰ「社会に開かれた教育課程」とは、学校の教育課程を通じて、生徒たちが社会や世界とつながり、 

よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出していける力を積極的に育もうとする考え方。 

 

Ⅱ．事業と取組 

   運営基本方針の実現に向けて当コンソーシアムは、以下のような事業、取組を展開します。 

   なお、事業・取組の後ろのＡ～Ｃは、重点項目との関連を表しています。 

⑴ 当コンソーシアムの活用の推進 ＜Ａ、Ｃ＞ 

 ・昨年度までは、当コンソーシアムを認知してもらうことを第一に取り組んできましたが、 

今年度からは、一歩進めて市立高校教職員に当コンソーシアムを気軽に活用（相談）し 

てもらえるように働きかけを行っていきます。  

 ・具体的には、年度初めに全教職員へ「高等学校コンソーシアム京都の活用について」 

のリーフレットを配布し、活用の推進を図っているところです。      

⑵「コンソ・ニーズタンク」注ⅱ への情報の集積、人的ネットワークの構築 ＜Ａ、Ｂ、Ｃ＞ 

・昨年度から、「コンソ・ニーズタンク」の運用を開始し、市立高校教職員がデータを閲 

覧、活用できる仕組みを構築しました。 

・また、高校生向けには、「コンソ・ニーズタンク（京都市立高校生版）」を作成し、高 

校生が直接、データをダウンロードし、閲覧、活用できる仕組みを昨年 10 月に構築し 

ました。                               

   ・講演会、ワークショップなどの動画を YouTube（限定公開）にアップし、市立高校教 

職員、あるいは、生徒たちが視聴できるようにしています。        

・学校より相談があったときに的確な情報提供、協働ができるように外部資源の情報収集

や人的ネットワークの構築を現場に足を運びながら地道にすすめ「コンソ・ニーズタン

ク」の充実を図ります。                        



    注ⅱ 当コンソーシアム独自の企業、ＮＰＯ、起業家、大学などの情報を蓄積しているデータベース 

を「コンソ・ニーズタンク」と称している。 

  ⑶ 企業、研究室などの訪問 ＜Ａ、Ｃ＞ 

   ・希望する市立高校生を対象に京都を中心に活躍されている方や企業、研究室などを訪問 

し、ディスカッションやワークショップを通して、高校生が普段の教育活動で行われて 

いる探究的学びが自分の将来に役立つことに気づき、自分らしい在り方、生き方、働き 

方を考えるきっかけとなるような学びの場を提供します。 

   ・8 月 4 日（金）に株式会社堀場テクノサービス、8 月 24 日（木）に京都市産業技術研究 

所の訪問を予定しています。 

⑷ 京都洛南ライオンズクラブとの連携事業「Joint S&E Forum」 ＜Ａ、Ｃ＞ 

   ・平成 15 年から 21 年間継続している「Joint S&E Forum」は、高校生（市立・府立）、中 

学生（市立）と企業経営者がお互いを啓発し合う取組であり、参加した生徒たちのキャ 

リアアップに寄与してきました。 

   ・今年度の第 21 回 Joint S&E Forum は、11 月 18 日（土）に京都リサーチパークで 2 部 

構成（1 部午前：生徒発表、2 部午後：グループディスカッション）で実施する予定で 

す。 

 ⑸ 大学との連携 ＜Ａ、Ｂ、Ｃ＞ 

・今年度も大学コンソーシアム京都「京都高大連携研究協議会」に運営委員として当コン

ソーシアム事務局長が参画します。 

・大学コンソーシアム京都との共催事業である秋に開催の「高大社連携フューチャーセッ

ション」にも一層の連携強化に努めます。また、教育委員会担当者と協働して市立高校

生の参加を呼びかけていきます。 

・市立高校での高大連携事業について情報収集を行い、外部連携事例を一覧表にまとめ、

閲覧できるよう「コンソ・ニーズタンク」で情報提供しています。 

 ⑹ 情報発信・広報 ＜Ａ、Ｂ、Ｃ＞ 

・今年度も、ホームページ、コンソサイト、Instagram などで当コンソーシアムの情報、市

立高校の教育活動、また、教員、生徒にとって有用な他機関のセミナーなどの情報を発

信していきます。 

・SNS により発信するだけではなく、SNS を介して様々な外部の方々とのコミュニケ 

ーションをもち、情報収集や関係の構築などにつなげます。 

・市立高校に向けては、広報紙「CAREER」を適宜発行し、有用な情報提供を行います。 

  ⑺市立高校との連携、支援 ＜Ａ、Ｂ、Ｃ＞ 

   各校の学校教育目標の達成に向けた教育活動における外部資源活用のニーズを把握する

とともに、各校の現状も捉えつつ、新たな学びや気づきの場を学校に提供できるよう支

援をすすめます。 

  (a) 市立高校「総合的な探究の時間（以下「総探」という）」注ⅲ 研究会への参画 

    ・発足以来同研究会に参画し、各校の総探の現状や課題、研究会の方向性やニーズを把 



握しています。 

・当コンソーシアムからは、研究会や各校の状況を踏まえながら研究会担当教員にとっ 

て役立ちそうな情報について適宜提供していき、適切な支援ができればと考えていま 

す。 

注ⅱ 「総合的な探究の時間」は、生徒が、探究的な見方・考え方を働かせ、教科・科目などの枠を 

超えた横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方を考えながら、より 

よく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成することを目指す。 

  (b) 塔南・開建高校への支援 

・同校学校運営協議会のオブザーバーであることから、これまで塔南高校「未来デザイ 

ンプログラム」（大学、企業等訪問）を支援してきました。今年度からは、開建高校「京 

都探究」の教育活動についても学校と協働し、学校の教育目標が達成できるように支 

援していきます。 

  (c) 京都奏和高校への支援 

   ・昨年度は、運営委員対象の学校訪問を実施し、学校の現状と課題の共有や学校に対し

てのアドバイスなどをいただく場を設定しました。 

    ・今年度は、1 期生が進路決定、実現をする年です。学校のニーズ、要望にあわせて支援 

できることについては、積極的に取り組んでいきます。 

   (d) インターンシップ・企業訪問の支援 

・現在、京都工学院高校、美術工芸高校、京都奏和高校でインターンシップが学校のね 

らいに沿った形式で実施されています。各校の目標達成に向けたよりよいインター 

ンシップとなるよう支援していきます。 

・美術工芸高校では、あらたなスタイルでのインターンシップを検討されており、当コ 

ンソーシアムが受入先の開拓、紹介の相談を受けています。他校でも企業訪問などの 

希望があれば支援をしていきます。 

 ⑻ その他 

(1) 京都府ロボット大会・市ロボット競技大会 

   ・今年度も両大会の視察や協賛などできるかぎりの支援を行います。  

  (2) 執務場所の移転 

   ・今年度より、執務場所がこれまでの京都高度技術研究所（ASTEM）から、開建高等学校 

内に移転しました。設立以来、初めて高等学校内に執務場所を移すことから、これまで 

にないような教員、生徒との関りとなります。高等学校内にあることのメリットを活か 

した取組をすすめたいと考えています。 


